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2.1 Zero to Oneのイノベーション 
話はM氏の「私の知る限り、日本ではZero to Oneのイノベーションと呼べる
ものが起きたことはない」という所から始まった。元来、日本が得意とするのは
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言えばそれをどのように具現化するのか。これに関して、前日まで滞在してい
たCU Boulderでも似た話が出ていたので尋ねてみた。するとM氏から、その問
いこそがデザインの根幹であり、もちろん一筋縄ではいかない。デザイン思考
で知られるIDEOはそこに目を付けたという返答があった。 
2.3 今後について 
話の終盤では、私への進路指導 兼 人生相談（？）のような話になった。その
中で特に強調されたのは、何をするにしても、しっかりと目的を持ってほしい
ということであった。自分のしたいこと、面白いと思うことがはっきりしない
と、閉ざされた環境の中で生産性のない作業に没頭してしまい、時間を無駄に
してしまう可能性がある。例えば今回のようにアメリカに何かを学びに来る場
合でも、現地の人が何かためになることを教えてくれるだろうという態度で臨
むのと、自分の目的を達成するための糧を得ようとする態度で臨むのには大き
な差がある。今後の研究や進路選択をはじめとした、人生の様々な場面でそれ
を忘れないで欲しい。それが今日の話にも、そして今後にも繋がるというアド
バイスを最後に貰い、この日は解散した。 
3. デザインの必要性 
今回の会話で少しだけ垣間見えたのは、デザインがなぜ必要かということで
ある。1章で述べたように、今回の研修ではデザインに関する研究や実践の場に
触れることができた。しかし、なぜそのような取り組みに多大な力が注がれて
いるのか、あるいはデザインのもたらすインパクトというものを、今回の渡米
まで上手く言葉で説明できなかった。M氏との会話はその疑問に対して、イノ
ベーションや日本の今後という観点から、多くのヒントを与えてくれたと感じ
ている。ほぼ前章のまとめになるが、デザインが注目される背景の1つに、おお
よそ次のような事由があると考える： 
日本の特技は既存の技術（e.g. 製品の性能）を演繹的に改良することであり、
品質や信頼性を「価値」として生み出している。しかし、家電メーカーをはじめ
とした複数の業界では、個々の人々や地域に依存した、品質や信頼性以外の様々
な「価値」が重要視されるようになっている。こうなると世界がMade in Japan
に拘る必要は（程度の差はあれど）次第になくなり、最終的には他の国々に、現
在日本が占めている様々なポジションを取って代わられる可能性がある。この
ような状況を避けるには、人々の抱える問題意識や要求の背後に存在する普遍
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的な「価値」を見出し具現化することが重要となる。デザインの考え方は、その
ようなプロセスに一役買うものである。 
ただし、これはデザインを学ぶ上での1つの例え話に過ぎない。デザインの考
え方は、より汎用性の高いものであると考える。よって今後は、今回学んだこと
を1つの起点とし、デザインに対する自身の考えを更に広げる必要がある。 
4. おわりに 
本稿ではサンフランシスコ滞在中にプライベートで会いに行った方との会話
内容を紹介し、なぜデザインを学ぶのかに関する雑感を簡単にまとめた。今回
の学習会での大きな収穫は、デザインに関する研究や実践を目の当たりにでき
たことに加え、この番外編で述べたように、その背景や必要性の一端も実感で
きたことにある。実際には、今回のような産業やイノベーションに限らず、より
広い視野でデザインというものを考える必要があると思うが、それは今後の課
題としたい。今回の学習会は、自分がなぜデザイン学を履修しながら現在の研
究を行っているのか、その見通しを改めて知る良いきっかけになったと感じて
いる。 
 
 「デザイン学」への問い 
+ 人々が抱える問題や要求の中に共通する「価値」とは何か。 
+ そのような「価値」は刻一刻と変化する状況に依存し変化する。 
それをどのように見出すか。 
+ 移ろいゆく「価値」をいかに具現化し続けるか。 
